
【京大生からの報告】

京都大学では全学自治会同学会中央執行委員会を

選出する予備選挙が闘われています。私たちはこの

選挙で、全国大学ストライキ・京大第二派ストライ

キをうちぬく執行部の建設に勝利します。

学生には労働者階級の戦闘でストライキに立つこ

とが求められています。5月27日に起きたことはまさ

に「歴史的」な事態でした。オバマが広島を訪問し、

昨日は沖縄の女性労働者を殺し、今日は中東の労働

者を殺し、明日には核ミサイルの発射スイッチを押

さんとするその腕で、被爆者を「抱擁」したのです。

これが、全ブルジョアマスコミと規制左翼政党をし

て大讃美するという国家的キャンペーンが張られま

した。しかし、多くの労働者がこの欺瞞に気づき、

怒りの声をあげています。

私たちは選挙期間中の26日に広島大学学生自治会

の呼びかけに応え、この許しがたい矛盾を全世界に

暴露するため、「オバマ広島訪問弾劾行動」に参加
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しました。そこでの作部現委員長（次期委員長候

補）の発言とインタビューはインターネットを介

して世界中に報道されました。

作部立候補者団は以下のスローガンを掲げて立

候補しています。「安倍政権の戦争とめよう」「G

ORRILA（新たな英語教育システム）粉砕！情報連

絡会開け」「京大第二派ストライキに立とう」

「フランスや韓国の学生と連帯しよう」。

戦争をとめ世の中を作り変えるゼネストが求め

られているときに、学生の決起を抑え込み分断す

る大学の腐敗は見るに堪えません。日本学術会議

の会長・大西隆は軍事研究に原則反対してきた立

場を転向し、「自衛」と「軍民デュアルユース」

を言い訳に軍事研究を解禁しようとしています。

京大総長・山極壽一をはじめ、各大学の責任者も

検討委員会に名を連ねています。昨年度は３億円

だった自衛隊の装備品研究予算が、来年度には30

倍の100億円にすると自民党が発表したことに飛び

ついているのです。

また、毎日新聞の調査によれば、京都大学には

軍事研究に関する指針もなければ届け出や審査の

仕組みすらなく、すでに手放しで軍事研究を容認

している大学であることが暴露されています。

同学会中執は昨年から再三再四「京都大学とし

て反戦の立場を明らかにせよ」と追及してきまし

た。しかし、総長や副学長は情報公開連絡会の場

で「軍事研究の是非を検討するワーキンググルー

プを作って対応するが、その議論内容や責任者の

名前は公表しない」と回答するだけでした。その

後、連絡会自体が廃止されました。そして、反戦

バリストに立った同学会と全学連の学生は刑事告

訴・逮捕されました。さらに、同学会を「非公認」

とする告示が連発され、今回の選挙に対しても

「学生は関わることがないように」と妨害されて

います。

一体なにが「自由の学風」でしょうか！ なに

が「大学自治の砦」でしょうか！ 京大は学生運

動を抑え込み戦争政府に加担する最悪の大学です。

根本的にうちこわし、私たちの大学・学問を取り

戻す以外にありません。選挙勝利へ、京大生はと

もに闘いましょう。

オバマ来広阻止！
５・26～27広島デモ

【当面する行動方針】

国鉄1047名解雇撤回! 改憲－雇用･労働破壊に反撃を! ２千万非正規労働者を殺すな!
６月５日(日) 13時～ 江戸川文化センター大ホールにて

【呼びかけ】国鉄分割･民営化に反対し､1047名解雇撤回闘争を支援する全国運動(国鉄闘争全国運動)


